科学技術庁国立防災科学技術センターニュース38号記事 by 国立防災科学技術センター
第38号
IS S N  0 9 14 - 864  7 
平成 2 年( 1990年） 2月 13 日
科学技術庁
国立防災科学技術センター ユース
吹 雪 の 発 生 予測 を目 指 し て
最近の雪によ る被害の発生傾向を見ると，積雪
地域 における 自動車社会の急激な進展 に とも なう
ふ ぶき ち ふぶき
交通災害が目につく 。吹雪 ・地吹雪によ る視程の
悪化や，気象の急変によ る路面の凍結などに起因
す ると 考 えられ る事故が増加している。
降雪中に強い風が吹 くと，雪粒が風に吹き流さ
れると同時に積雪表面上の雪粒も風で吹き飛ばさ










因 とし て大 きな問題とな っ てき た。特に，高速道
路網の延長 さ れ，降雪期においても非雪国か ら雪
国にたやす く 進入できる ため，気象の急変に直面
する機会も多 く ，降積雪地の走行に不慣れな運転
者も増加 し，事故を誘発する可能性も増大 し てい
る。
国立防災科学技術セン ター では，昭和61年度よ
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図1 津軽平野の地形と観測点の位置 （円内はドッ プラー レー ダー の観測範囲）







1 月 の地震活動 < 4 面＞
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である。本研究の目的は雪国におけ る交通障害等
社会 ・ 経済 に大 きな影響 を与える吹雪現象を解明
し，そ の対策を研究する ものである。レー ダー 装
置 （ド ップラー レー ダー 装置）を用いて，吹雪の
原因と 考 えら れる上空の雪雲と風を観測 し，そ の
デー タ から地上での吹雪の発生を予測する手法の
研究が行われてい る。この度，国立防災科学技術
セ ンター では，レー ダー から得られたデー タ と，
地上での吹雪によ る視程変化の間に，強い関連が
あ る こ とを我が国で初めて明 ら かに し た。こ れは
レー ダー 観測に よ る吹雪発生予測に，大 きな可能
性を与える ものであり ，昨年10月に開催 さ れた 日
本雪氷学会においても，前例のな い試み とし て関
係者の注目を集めた。
写真 1 地吹雪のはじ まり
両写真とも秋田県河辺郡雄和町で撮影。
写真 2 道路標識も路面もま っ た く見えない
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この研究は，吹雪の発生頻度が高い青森県津軽
平野で行われ，同県稲垣村 にドップ ラー レー ダー
を設置 し，半径40kmの 円 内を観測 した。また，




平成元年1 月28日 0時から同29日1 2時まで，視
程計 による 観測及びド ップ ラー レー ダー による 観
測を同時 に実行した。また，レー ダー 設置地点よ
り低層ゾンデ観測を 3時間お ぎに実施した（図 1 )。






水の強ちを示し，ドッ プ ラー速度は， レー ダー 設
置点から地上観測点を通る方向の風速を示す。
これらのデー タから，ドッ プ ラー レー ダー の最
低観測高度 ( 25 0m) に お ける 20dBZ （ デシベル）
以上の反射強度，も しくは1 4m/ s 以上の出現時
間帯 において地上では視程が100m以下とな って
い る場合が多く，視程と反射強度も しくは風 速の
間 に強い関連が ある と判断さ れる。
ドッ プ ラー レー ダー 観測では， 観測領域 内の上
空 について，反射強度とドップ ラー速度そ れぞれ
の垂直分布の時間変化が得られるので，観測領域
内の多数の地点 について今回と同じ結果が得られ
る ならば，ドッ プ ラー レー ダー による吹雪分布の
現況把握が可能と考えてよ い こと に な る。
このことは，ドッ プ ラー 観測のデー タを基 に観
測領域内の地上での吹雪現象の分布を判断でき，
雪雲の移動のデー タと合わせて用 いれば，吹雪の
発生を事前 に予知する ことが可能 になり ，これま
で有力な決め手の なかった吹雪の広域 な現況把握
と，予知手法の開発 に新た な道を開く も のである。
国立防災 科学技術セン ター と しては ，今後 3地
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図2 昆沙門観測点における視程と，その上空における ドップラー レーダー観測結果の比較。(1989年1 月）
（図の上段は視程の時間変化，中段及び下段はそれぞれレーダー電波の反射強度Rと ドップラー速度Vの垂直分布
の時間変化であり，横軸には時間をとった）
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点における同時観測により今回の結果を確認する
と とも に， ド ッ プラー レー ダー で得ら れた情報か
ら，吹雪の分布状況を即時的かつ直観的に識別で
ぎ る画像処理 ・ 表示プログラムの開発研究等を行
い，吹雪の予測手法と 防災手法を開発す るこ とと
し てい る。
三
長岡では，1 月 下旬にまと まっ た降雪があり ，
積雪の深 さは l mを越えた。1 c m以上の降雪日数
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マ グニチュー ド (M) 4 以上の地震は全部で 9
個観測 された。
こ れら の うち，4 個は海域で発生 し た浅い地震，
1個は深 さ350km以深 で発生 した深発地震であ る。
残 りの 4個の地震は以下の よう であ る。茨城県東
部 ( 1 日18時 3 分，深 さ53km, M4 . 5) ，栃木県南
部 ( 3 日21時 30分，深 さ65km, M4 . 3) ，岐阜県東
部 (24日08時07分，深 さ5 km, M4 . 2 ; 25日 ，02
時14分，深 さ5 km, M4 . 5) 
ま た，岐阜県東部では，24時間以内にM4 以上
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1. 30- 2 . 9  広部良輔 （第2 研究部長） 及び
大谷圭一 （第3研究部耐震工学研究室長）コ ロン
ビア及び米国 ： 火山防災に関する プロ ジェ クトの
事前調査のため
2. 4 - 2 .10浜田和郎 （流動研究官）ギリシャ：
地震に関する地球電場変化の測定と理論モデルに
関する国際会議に参加のため
2 . 6- 2 .11井 元政二郎 （第2研究部主任研究
官）米国 ：ロマプリー タ地震 シンポジウムに参加
のため
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